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1 はじめに

近年、 同路の小型化によりデジタルカメラなどコン

パクトな機器が増加している。 それらの機器は持ち運
びやすくなった反面、 画面が小さいため細かい映像な
どは見づらい。HDMI出力可能なものが増加している

ため、 持ち運べるディスプレイがあれば画面の小ささを
補うことが出来る。 しかし、 現在普及しているHDMI
入力可能なモバイルディスプレイは大きさの割に高価

であるだけでなく、 別途持ち運ぶには重量がある。 タ
ブレットは普及が進んでおり[l]、 既存のタブレットを

利用して画面表示を行うことはできる。 しかし、 その
方法は画面転送に遅延が生じてしまう。

本研究の目指すものは、FPGAを用いてHDMI入力
機能付のタブレットを開発することにより、 普段はタ
ブレットとして使用し、 ディスプレイとしても利用でき
るタブレットの実現である。 その前段階としてLVDS

信号の入出力機能を持った評価システムである。

2 FPGA 

FPGA(F ield Programmable Gate Array)とは、 プ
ログラムによって論理記述の書き換えが何度も可能な

集積回路である。 回路設計にはハ ー ドウェア記述言語
を用いており、 任意の論理機能を実装できる。 何度も

害き換えが可能なため修正なども行いやすく、 研究や
開発などに適している。 本研究では、 Spartan-6が載っ

ている Atlys[2]を用いた。

3 LVDS 

LVDS(Low Voltage Differential Signaling)とは、 短

距離用のデジタル有線伝送技術であり、 電圧振幅が小

さい信号を差動方式で伝送する高速のインター フェー

ス技術である。 代表的なところでは、 ノ ートPCやデ
ジタルテレビの内部でロジックボー ドと液晶パネルを

接続するインタ ー フェース部が挙げられる。LVDSな

どの差動技術は様々な種類があり、 デ ータレ ート ・ 出
力振幅• 消費電力が異なる[3]。 そのため、 標準化が難
しい。

4 既存製品

以下に、 映像入力もしくは映像表示の可能な既存製
品およびそのデメリットを示す。

• Wacom MoblieStudio Pro[4]
ワコムが開発したWindowsタブレットである。価

格が18万と高価であり、 映像入力はDisplayport
のみである。

• N exDock[5]

N ex Computerが開発したノ ー トパソコン風の
ディスプレイとキ ーボー ドである。 OSが入って

いないため、 単体での使用ができない。
• F EBON168 UV C USB HDMI Grabber card[6]

SUNRIASEが開発したHDMI入力機能を実現し
た USB周辺機器である。 アプリ利用による映像
遅延が発生する。

• Spl邸htop[7]
Sp坤htop社が開発したリモ ートデスクトップア

プリである。 ネットワ ーク利用による映像遅延が

発生し、 出力元がアプリを導入したPCのみで
ある。

5 関連研究

田口らの研究[8]では、 「 ExPixel」を用いて受け取っ

た2つの映像を画像合成し、 円偏光フィルターを通す
ことで裸眼で見た映像とは異なる映像を出力するシス
テムをFPGAを用いて実装している。FPGAを用いる
ことによって特殊な竜子的デバイスを必要とせず、 ソ

フトウェアを用いるより高速に画像処理を行うことが
できる。

本研究では2つのHDMI信号を画像合成せず、 どち

らかを選択し出力する。

6 開発するシステム

本研究では、 図1のように 3 つのハ ー ドウェア構成
に分けて考えFPGA部分を実装する。 しかし、FPGA
内のLVDS信号のデコ ー ダおよびエンコ ー ダの回路を

作成することは、 開発に時間がかかるため、 図2の評

価システムのように、 様々な機器を用いて最終システ

ムと同様の機能を実現した。
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